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大な投資をおこなってきました。私たちは、お客様が店頭、web、モバイルアプリのいず

れを利用しても、シームレスな顧客体験が得られることを重視しています。Adobe 

Experience Platform（AEP）は、金融サービスとのインタラクションがより有意義である

ことを求める顧客ニーズの変化に対応するという目標をサポートし、法人顧客とのエンゲ

ージメントを再構築するための未来の基盤という役割も担っています。」 

 

アドビの Adobe Experience Cloud担当シニアバイスプレジデントであるアンジュル ブハ

ムブリ（Anjul Bhambhri）は、次のように述べています。「U.S. Bank は金融サービス分

野のリーダーであり、多くのブランド企業が取り組む、デジタルエコノミーにおけるひと

り一人に最適な体験の提供において先行しています。Adobe Experience Platform（AEP）

によって、U.S. Bank のマーケターは包括的に顧客を捉えられるようになり、厳格な業界

ルールや規制を完全に準拠する形で、顧客のニーズに合わせて進化し続けるオールウェイ

ズオン（常時接続型）のパーソナライゼーション戦略を推進できるようになります。」 

 

Adobe Experience Platform の採用により、U.S. Bank は大規模なパーソナライゼーショ

ンのためにデータの安全な有効活用に必要なツールすべてを手にすることになります。 

 

• 顧客体験のリアルタイム提供：デジタルエコノミーの成長に伴い、信頼を最重要視
する業界である金融サービスにおいて、パーソナライゼーションは不可欠なものと

なりつつあります。事実、消費者の 72% が、パーソナライゼーションが不十分な

企業への信頼は低下すると回答しています。Adobe Experience Platform （AEP）

の一部である Adobe Real-Time CDP（顧客データプラットフォーム）により、

U.S. Bankは重要なモーメントにおいて高度にパーソナライズされた顧客体験を提

供できるようになりました。例えば、顧客それぞれのファイナンシャルゴールの達

成に役立つ、関連性が高くタイムリーなコンテンツやオファーを、チャネル横断で

一貫性を持った形で提示することができます。 

• ガバナンスとコントロールの強化：Adobe Experience Platform（AEP）はオンラ

インとオフラインのデータを統合する中心的なハブとしても機能するため、消費者

が選択したオプションを尊重した、より優れた顧客体験を実現することが可能で

す。このプラットフォームにより、U.S. Bank は顧客データの使用許諾に関するガ

バナンスとコントロールを強化でき、メッセージの頻度や、キャンペーンやオファ

ーの内容を適正化することでコミュニケーションをさらに合理化することができま

す。 
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• AIオートメーション：U.S. Bankは、Adobe Experience Platform（AEP）に搭載

された顧客 AIの活用により、顧客グループごとに最適なマーケティングオファー

を出し分ける計画も立てています。アドビの AIエンジンである Adobe Senseiを

搭載した顧客 AI は、データからより深いインサイトを導き、意思決定プロセスを

自動化します。ここで得られたインサイトにより、同行は退職金制度や銀行ローン

などのサービスを訴求する対象を調整し、コンバージョンと顧客維持の両方を向上

させることが可能になります。また、どんなに大規模なマーケティングキャンペー

ンであっても、異なる顧客層それぞれに滞りなく、次善のオファーを自動提供でき

るようになります。 

 

 

■「アドビ」について 

アドビは、「世界を動かすデジタル体験を」をミッションとして、3つのクラウドソリュ

ーションで、優れた顧客体験を提供できるよう企業・個人のお客様を支援しています。

Creative Cloudは、写真、デザイン、ビデオ、web、UXなどのための 20以上の デスクト

ップアプリやモバイルアプリ、サービスを提供しています。Document Cloudでは、デジ

タル文書の作成、編集、共有、スキャン、署名が簡単にでき、デバイスに関わらず文書の

やり取りと共同作業が安全に行えます。Experience Cloudは、コンテンツ管理、パーソナ

ライゼーション、データ分析、コマースに対し、顧客ロイヤルティおよび企業の長期的な

成功を推進する優れた顧客体験の提供を支援しています。これら製品、サービスの多く

で、アドビの人工知能（AI）と機械学習のプラットフォームである Adobe Senseiを活用

しています。 

  

アドビ株式会社は米 Adobe Inc.の日本法人です。日本市場においては、人々の創造性を解

放するデジタルトランスフォーメーションを推進するため、「心、おどる、デジタル」と

いうビジョンのもと、心にひびく、社会がつながる、幸せなデジタル社会の実現を目指し

ます。 

 

アドビに関する詳細な情報は、webサイト（https://www.adobe.com/jp/about-

adobe.html）をご覧ください。 
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